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令和７年度 第１回荒尾市地区協議会会長会 議事要旨（案） 

 

日  時：令和７年７月１５日（火）午前１０時００分～１２時００分 

 

場  所：荒尾市役所 市長公室 

 

出席者：（委員） 

会長    万田地区協議会   会長   河部 啓宣（※欠席） 

     副会長   八幡地区協議会   会長   旭田 國浩（※欠席） 

     委員    荒尾地区協議会   会長   小桺 昭幸  

     委員    万田中央地区協議会 会長   森崎 信之 

     委員（代理）井手川地区協議会  事務局長 粉川 雅孝 

     委員    中央地区協議会   会長   中村 泰彦  

     委員    緑ケ丘地区協議会  会長   石松 清   

     委員    平井地区協議会   会長   内野 修治  

     委員    府本地区協議会   会長   山﨑 和義  

     委員（代理）八幡地区協議会   事務局長 中川 幸久  

     委員（代理）有明地区協議会   事務局長 中尾 裕  

     委員    清里地区協議会   会長   黒﨑 雅司  

     委員    桜山地区協議会   会長   吉村 敏行  

 

（荒尾市） 

浅田市長 ※挨拶のみ 

     市民環境部：笠間部長 

     くらしいきいき課（事務局）：田中課長、松藤課長補佐、岡元、辻村、右田 

     地区担当職員：浦浜課長（荒尾）、松尾課長（万田）、林田課長補佐（万田中央） 

           笹尾室長（井手川）、江口課長補佐（緑ケ丘）、角田課長補佐（平井） 

           田上課長補佐（府本）、田中課長補佐（八幡）、吉村課長補佐（有明） 

           高村課長補佐（清里）、大神課長補佐（桜山） 

 

（連絡事項） 

社会福祉協議会 地域共生課：野尻課長、松並係長 

     福祉課 総務係：岩尾係長、前広 

     防災安全課 危機管理防災室：渡邊課長補佐、倉岡 

     防災安全課 消防交通係：田中係長、西田消防団長 
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１．開会（くらしいきいき課 田中課長） 

 

２．会長挨拶（河部会長） 

  ※欠席のため省略 

 

３．市長挨拶（浅田市長） 

会長の皆様におかれましては、日頃より各地区の特性を活かした地域づくりにご尽力い

ただき、また、市政へのご理解、ご協力をいただき、感謝申し上げます。 

地区協議会は設立から14年目を迎え、これまでコロナ禍や令和2年7月豪雨災害など、

非常に厳しい状況もあった中でも、活動を継続し、本市の地域づくりの中核を担うご活躍

をいただき、敬意を表する次第です。 

  また、今年度は地区担当職員の任期満了に伴い、リーダー級含め３名が一斉に交代する

年となっております。今後も会議や事業に出席させていただきますので、地域の困りごと

や問題があれば、地区担当職員もしくはくらしいきいき課までご相談ください。 

  今後も地域の皆様と行政が一緒になって地域づくりに取り組むため、協働のまちづくり

を推進して参りますので、よろしくお願いします。 

 

４．地区新任会長の紹介 

  本年度より、新たに 1 名が会長に就任したため、事務局より紹介を行った。 

（地区新任会長） 

万田中央地区協議会 森崎 信之 会長 

 

５．（新）地区担当職員リーダー級の紹介 

  任期満了に伴い、新たに任命を受けた地区担当職員から代表して各地区のリーダー級よ

り挨拶を行った。 

 

６．役員改選 

令和６年度の地区協議会会長会役員の任期満了のため、令和 7 年度の荒尾市地区協議

会会長会役員改選を実施。自薦、他薦がなかったため、事務局案として会長に万田地区協

議会の河部会長、副会長に八幡地区協議会の旭田会長を提案し、異議なく承認を受けた。  

なお、河部会長、旭田会長は所用のため、欠席となっているが、事務局の方で事前に打

診し、承諾をいただいている。 

 

７．議題 

   本日の出席が 11 名で、荒尾市地区協議会会長会規約第 5 条第 2 項により、本会議が成

立していることを報告。また議事の進行については、荒尾市地区協議会会長会規約第 5 条

第 1 項により、本会の会長が議事進行を行うとなっているが、会長、副会長が欠席のた

め、今回は事務局で議事の進行を務める。 
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（１）令和６年度活動報告及び令和７年度事業計画（事務局） 

 【概要】 

   資料 3「令和６年度“地区協議会”活動報告」に基づき、昨年度の地区協議会の全般

的な活動について説明を行った。その後、各地区協議会の会長から令和 6 年度の活動状

況、令和 7 年度の事業計画について説明が行われた。 

 

  ◇ 荒尾地区（小桺会長） 

    荒尾地区では毎月定例的に地区内の代表者が集まり運営委員会を開催している。昨

年度は一小 PTA や消防団とも協力して「文化祭」を開催。また、2 月に開催した「歩

け歩け大会」では「炊き出し訓練」も併せて行い、120 名の参加があった。 

 今年は 10 月に「運動会」の開催を予定している。最近は小学校の運動会は午前中

で終わってしまうが、同事業は午後まで開催し、各自治会のテントでお弁当を食べて、

地域内の関係を築いていきたいと思っている。また、荒尾地区の防災訓練の開催を防

災安全部会で計画して、取り組んでいきたい。 

 

◇ 万田中央地区（森崎会長） 

    万田中央地区は三小が閉校し、子どもたちや保護者との交流が減り、行事も子ども

以外の住民がメインになっていたが、数年前から子どもたちも参加できるように、「ど

んどや」や「もぐらうち」、「グラウンドゴルフ大会」等を開催し、子どもたちや保護

者の方も参加できる事業に取り組んでいる。 

今年は 11 月に初めて「ふれあい秋祭り」の開催を予定しており、内容について、

今後の役員会で決めていきたいと思う。 

 

  ◇ 井手川地区（粉川事務局長） 

    井手川地区は 4 月に「総会」、5 月に「認知症伝達訓練」、6 月に「環境美化活動」、

7 月に「ボウリング大会」、10 月に「グラウンドゴルフ大会」、11 月に「万田公園前花

壇球根類の植付け」と「e スポーツ大会」、12 月に「ウォーキング大会」、2 月に「ボ

ウリング大会」、3 月に「万田公園前花壇の花植え」の開催を予定している。また、毎

月第１日曜日に「万田公園前花壇の除草作業」、毎月最後の日曜日に「三宮清掃活動」、

毎月第 3 日曜日に「役員会」を定例的に開催している。 

    その他、「青パト巡回」や「井手川便り」「防災ニュース」の発行、子ども部会によ

る事業等に取り組んでいる。 

 

  ◇ 中央地区（中村会長） 

    中央地区は 2 ヶ月に 1 回程度、事業を開催している。荒尾市の中でも世帯数、人口

数も多い地区であるが、事業を開催しても参加者が少なく、特に新興住宅地がある地

区からの参加者が少ないことが悩みである。昨年度は初めて「春祭り」を開催し、多

くの方に来ていただいた。予算も限られるので、これまで参加が少ない事業について
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は見直しを図り、「春祭り」等の大規模事業に予算を集約することも考えている。よ

かまち中央会も解散したため、地区協議会で参加者が集まる事業を考えていきたい。 

 

  ◇ 緑ケ丘地区（石松会長） 

  緑ケ丘地区は毎月「緑ケ丘地区協議会ニュース」を発行し、事業案内や活動の様子

を掲載している。昨年度は 8 月に緑ケ丘小の児童たちの学習支援と地域との交流を目

的に「緑ケ丘寺子屋」を開催。当日は地元の中学生や高校生にも来てもらい、算数な

どを児童たちに教えていた。同事業は今年も開催予定。9 月には「米寿記念品の贈呈」

として、地区内で米寿を迎えられた方々に地区協議会から記念品（梨、赤飯）を贈呈

した。 

また昨年度、地区協議会で「防災部会」を立ち上げたため、今年は「みどりまつり」

内で防災ブースを設けて、地区内の防災啓発に取り組んでいきたいと思う。 

 

◇ 平井地区（内野会長） 

  昨年度は 4 月上旬～5 月中旬まで「鯉のぼり掲揚」を実施。11 月には「平井史跡探

訪ウォーキング」を開催。開催に当たっては消防団の方々にも協力していただき、コ

ースの下見や草刈り、危険箇所等の確認を行っている。 

  それから、毎月奇数月に「区長会」を開催し、12 行政区の問題点について洗い出

し、市役所の担当職員から担当課に繋いでもらっている。 

  今年の「鯉のぼりの掲揚」は、新たに鯉のぼり用の鉄柱を設置して、鯉のぼりの数

を増やした。今年も市内外から多くの方が訪れ、事業の広がりを感じている。 

また、「平井史跡探訪ウォーキング」では今年も平井小の児童に参画してもらい、6

年生は平井地区の史跡に関する事前学習を行い、参加者へ史跡の説明を行う予定。 

  その他、平井地区では令和 2 年 7 月豪雨時に関川が氾濫しているため、地区内の防

災活動にも力を入れており、今後も防災士と協力し、防災に関する事業や研修を開催

していきたい。 

 

◇ 府本地区（山﨑会長） 

    府本地区は基本的に毎年同じ事業を行っており、改善しながら取り組んでいる。特

に「カライモ掘り大会」に向けては、年中草刈りや畑の管理を行っている。 

    府本小学校は小規模校で地域と一体化して取り組んでいこうということで、地区協

議会の中に小学校部会を立ち上げ、小学校と一緒に活動を行っている。その活動の中

で「ほんもの体験」ということで、3 年生が「大豆づくり」、4 年生が「小岱焼き体験」、

5 年生が「お茶摘み」、6 年生が「野菜づくり」にそれぞれ取組み、成果物として、地

域の方への販売と学習内容の展示を行っている。また、10 月開催予定の「府本地区敬

老会」の中で、府本小児童による学習発表会ができないか検討しているところ。 

    他にも長年にわたり継続している事業があるため、今後もより良い形に変えながら、

取り組んでいきたいと思っている。 
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◇ 八幡地区（中川事務局長） 

    八幡地区協議会の活動においては、区長をいかに地区協議会の事業に呼び込むかが

重要であると感じる。その一環として、例年開催している「ウォーキング大会」では、

毎年訪問する地区を変え、その地区の区長にも協力をいただくことで、事業にも興味

を持ってもらえる。区長にも多少の責任を負ってもらわないと地区協議会への協力が

得られないと思っている。 

    また、毎年 8 月に「やはたの祭り」を開催しているが、ここ数年の暑さもあるため、

今年は秋に開催することとした。 

    事業に関して、基本的に各部会長を中心に取り組み、執行部はそのサポートをして

いき、今後も地区協議会を盛り上げていきたい。 

 

◇ 有明地区（中尾事務局長） 

    有明地区協議会は 3 年前に規約を見直し、各部会に権限を持たせて、自主的な活動

を促進している。地域活動においては各行政区の活動を活発化させていくことが基本

であると考えるが、地区協議会としても各区長に責任を持たせながら、一緒に取り組

んでいきたいと思う。 

    各部会では、干潟湿地部会による「荒尾市干潟水鳥湿地センター周辺の草刈り」や

「海の美術館」、環境部会による「有明公園・増永公園の環境整備」、スポーツ部会に

よる「グラウンドゴルフ大会」や「親睦運動会」等に取り組んでいる。 

    昨年度は「有明小創立 150 周年記念式典」を地区協議会が主体となり、実行委員会

を立ち上げ、11 月に開催することができた。 

    有明元気づくりが昨年度、役員のなり手不足により運営が厳しくなり、解散したた

め、事業は地区協議会で引き継いでいる。 

    今後は有明地区での祭りの開催ができないか検討しているところ。その他の部会の

活動についても活性化を図っていきたいと思う。 

 

◇ 清里地区（黒﨑会長） 

    清里地区には６行政区あるが、各地区の区長等の地域のなり手が見つからないこと

に苦労している。 

    事業としては、5 月に「海岸清掃」と「潮干狩り」を開催し、多くの子どもたちが

参加し、賑わいをみせていた。昨年度は「荒尾市防災訓練」の避難所担当地区として

取り組んだ。それから、「夏祭り」を初めて開催し、700 名近くの参加者があり、盛大

のうちに終わった。11 月には「グラウンドゴルフ大会」を開催し、約 200 名の参加が

あった。令和 5 年度までは「玉ねぎの苗販売」を行っていたが、役員の負担も大きい

こともあり、中止している状況である。 

    今年も「夏祭り」を開催するため、昨年度からの改善点を踏まえて、取り組んでい

きたい。 
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◇ 桜山地区（吉村会長） 

桜山地区は基本的に各自治会、各種団体が自主的に取組み、地区協議会がサポー

トをする形をとっている。ここ最近は老人会が復活し「ささえあい活動」や「清掃

活動」に取り組んでいる。その他、「子ども食堂」に取り組む団体もある。 

地区協議会では、「防災熟議」を小学校と連携して開催し、地域住民と小学生が防

災について考えていく事業を開催している。児童たちが考えた内容については 9 月

の「防災実践」で学校の中にブースを設けて、発表することになっている。また、

桜山げんきかいの事業に対して、地区協議会としても様々な形で参画している。 

 

◇ 万田地区（事務局代行） 

    万田地区は必要に応じて会議を開催しており、事業は秋頃に「ペタンク大会」、11

月頃に「グラウンドゴルフ大会」、１月頃に「どんどや」３月頃に「歩け歩け大会」

が毎年、開催されている状況。 

    また、今年は荒尾市総合防災訓練の避難所担当地区になっているため、先月から開

催に向けた協議を行っている。 

 

【質疑・応答】 

 各地区の定例会議に区長は参加しているのか？（緑ケ丘地区 石松会長） 

 府本地区は地区協議会の構成に各地区の区長を入れており、毎月の役員会にも

参加していただいている。（府本地区 山﨑会長） 

 地区協議会の会議には、各区長も参加いただいている。事業については各行政

区でも行っており、地区協議会でも行っている。（万田中央地区 森崎会長） 

 リサイクル還付金の支払い等もあるため、区長には理事会に参加してもらって

いる。また、地区協議会の事業への参加受付は区長を通して、申込みしてもらう

ようにしている。（中央地区 中村会長） 

 井手川地区も毎月の役員会で区長に参加いただいている。 

（井手川地区 粉川事務局長） 

 有明地区は規約で区長を理事のメンバーで入れているため、理事会開催時は区  

長も参加することになっている。何か大きな事業を行う際は、理事会にかけて

承認を得た上で開催するようにしている。（有明地区 中尾事務局長） 
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（２）令和 7 年度の取組みについて（事務局） 

【概要】 

事務局より、資料４「令和 7 年度の取組みについて」に基づき、今年度の地区協議会

の全般の取り組み内容について、説明を行った。 

◇ 地区担当職員制度 

・7 月から新たなメンバーに交代し、今年度は地域課題の把握と相談対応、事業への

積極的な参加、地域の実情に合わせた支援策の検討の３点を重点的に取り組んで

いく。 

・制度の改善を図ることを目的に、制度に関する調査を実施予定。 

・今後の会議やイベントへの参加の可否はリーダーを中心に判断していく。 

◇ 視察研修 

年明け頃にバスで視察研修を実施予定。視察先は現在調査中。 

◇ 事務局長会議の開催 

事務局長を対象に事務全般の情報共有を目的とした会議の開催を検討中。12 月～ 

１月頃に開催予定。 

 

【質疑・意見】 

 地区担当職員の会議等の出席がリーダーの判断で人数が変わるということであ

るが、これまで、地区担当職員の所属部署に関する意見等を求められていたため、

できれば３名で来ていただきたい。（荒尾地区 小桺会長） 

 地区担当職員には地区協議会と相談しながら対応するようにお願いしている。

ご要望であれば、これまで通り３名で出席させていただく。（事務局） 

 何人参加であれ、しっかり地区担当職員内で情報共有できていれば、問題ない

かと思う。（府本地区 山﨑会長） 

   

 地区担当職員の活動は業務の範囲内で行われるのか？（有明地区 中尾事務局長） 

 地区協議会の事業に限るが、基本的に業務の範囲内で行っていく。（事務局） 
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７．連絡事項 

（１）社会福祉協議会（地区協議会 地域福祉活動支援事業について） 

【概要】 

本事業は、地区協議会が実施する地域福祉活動を社会福祉協議会が支援するもの。   

支援対象となる活動は、子どもの健全育成、防災、認知症に関する取り組み等で、具体

的な支援方法は、情報提供、備品貸出、助成金の交付等がある。 

 

【質疑応答・意見】 

 事業後の報告時に領収書等の提出は必要なのか。（府本地区 山﨑会長） 

 軽微な報告等は必要になるが、領収書等の提出までは求めない。 

（社協 野尻課長） 

    

（２）福祉課（避難行動要支援者個別支援計画の策定について） 

 【概要】 

荒尾市では災害時の避難が困難な方の支援をスムーズに行うため、「避難行動要支援

者個別避難計画」を作成中。本計画は避難が困難な方の名簿を地域、消防、警察などに

共有し、災害時の安否確認や避難誘導などに役立てる。名簿は本人の同意を得て作成さ

れ、地域住民や関係機関と共有される。今年度は令和 2 年 7 月豪雨で被害を受けた 4 地

区（荒尾・万田・井手川・平井）で取り組みを開始し、地区協議会、民生委員、福祉委

員、区長、自主防災組織等と一緒に作業を進める。 

（民生委員の改選について） 

今年度の 12 月に民生委員の改選を予定している。現在、欠員がある地区の区長には、

選任の協力を依頼しているところ。地区協議会等でも情報をお持ちの方がいたら、お声

かけいただきたい。 

 

 【質疑・応答】 

  なし 

 

（３）防災安全課 危機管理防災室（地区防災計画の作成・自主防災組織連絡協議会について） 

【概要】 

◇ 地区防災計画 

93 行政区で策定済みで、全地区での策定を目指している。なお、計画は 5 年ごと 

に見直しを行う。  

◇ 自主防災組織 

組織率は現在 84.2％で、100％を目指して未設立地区への協力をお願いする。 

◇ 防災士 

各行政区に 1 名以上の防災士配置を目指し、養成講座を開催予定。 
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◇ 避難所運営訓練 

毎年、荒尾市総合防災訓練に合わせて各地区で避難所運営訓練を実施。今年は万田

地区で 11 月 16 日に開催予定。来年以降は中央、有明、万田中央の順で開催予定。 

◇ 防災フェスタ 

8 月 31 日(日)に文化センター開催予定。 

 

【質疑・応答】 

   なし 

 

（４）防災安全課 消防交通係（消防団管轄区域の再考について） 

 【概要】 

消防団では団員の減少と、現行の地区割りによる活動の非効率性を解消するため、分

団再編を検討中。主な内容としては、校区ごとに管轄を分け、活動しやすい体制を目指

し、団員が少ない地区については周辺の地区と統合することも考えられる。今後、協議

を重ね、具体的な案が決定次第、改めてご報告予定。 

 

 【質疑・応答】 

 分団の名称は校区名等になるのか？（平井地区 内野会長） 

 名称は仮名であり、まだ何も決まっていない。（西田消防団長） 

 

 新たな分団編成になるのはいつ頃か？（府本地区 山﨑会長） 

 遅くても再来年度までにはできればと思う。（西田消防団長）  

 

 消防団の出動は本部からの指示がないとできないのか？ 

（清里地区 黒﨑会長） 

 大雨や台風の時は本部で情報を把握した上で、団員に指示することになってい

るが、通常の火災時は全員に情報を発信し、出動をお願いしている。 

     （西田消防団長） 

 

  ８.その他 

   特になし。 

 

  ９．閉会（くらしいきいき課 田中課長） 


